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通
話
と
放
送
で
す
っ
か
り
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
有
線
放
送
電
話
は
、
予
定
よ
り
は
る

か
に
早
い
こ
の
十
月
一
日
か
ら
ダ
イ
ヤ

ル
式
(
自
動
式
〉
に
切
替
え
る
こ
と
が

で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た

当
初
の
計
画
で
は
、
昭
和
五
十
年
春

の
予
定
で
し
た
が
、
そ
の
後
工
事
が
順

調
に
進
み
約
半
年
早
<
実
現
で
き
る
わ

け
で
す

p

ダ
イ
ヤ
ル
化
し
た
場
合
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
で
は
、
本
紙
囚
十
八
年
八
月
号

で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
電

話
機
の
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
加

入
名
戸
に
説
明
書
き
を
配
得
、
有
線
放

送
で
も
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。当

句
の
有
線
放
送
一
一
電
話
も
十
五
年
ぶ

り
に
ダ
イ
ヤ
ル
化
(
自
動
化
〉
が
は
か

ら
れ
る
わ
け
で
、
さ
ら
に
通
信
、
情
報

提
供
の
主
役
と
し
て
役
立
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

事静電話機信号音の説明轡

欝露盤鐘盤襲警という音は、

てくださしりという合図です

騒騒騒欝盤襲撃というすんた苦は「相手を呼んでいま

す。応答があったらお話しくださしIJ という合図ですし

欝覆議議議鱒という細い連続音は「ただいまあなた

と同じ回線の人がお話し中です」という合図です

欝欝騒騒鍵重量という継続音は 「ただいま相手の回

線のどなたかがお話し中です」という合図です

「どうぞダイヤルを回し
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町
、
県
、
国
が
実
施
し
て
い
る
老
人
福
祉
策

を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

活
用
で
き
る
も
の
は
大
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
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一
市
調
一

一
由
一
同
人
ら
一

一
和
老
か
一

一
宇
の
査
一

昨
年
の
十
月
、
あ
る
新
聞
紙
上
で
、
宇
和
島
市
教
委
と
公
民
館
の
研

究
グ
ル
ー
プ
の
行
っ
た
「
老
人
調
査
」
の
結
果
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ご
ら
ん
に
な
っ
た
万
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
欄
で
は
こ
れ
を
紹
介

し
あ
な
た
の
老
人
対
策
の
参
考
に
な
れ
ば
と
茎
み
ま
す
。
以
下
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
点
を
抜
す
い
し
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

調
査
は
、
二
月
五
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
期
間
、
市
教
育
委
員
会
と
市
公
民

館
主
事
素
人
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
が
主

催
し
て
市
内
作
住
の
六
十
五
歳
以
上
の

総
理
府
統
計
局
発
行
紙
か
ら

ま
ず
注
目
す
へ
き
こ
と
は
、
食
事
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
好
き
き

ら
い
な
く
な
ん
で
も
食
べ
て
お
り
、
味

つ
け
は
甘
い
味
を
好
什
人
が
七

o
rと

圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い

ま
す
。酒

、
た
ば
こ
は
、
ど
ち
ら
も
飲
ま
な

い
人
が
多
く
、
男
女
平
均
で
六

O
軒、

両
方
と
も
飯
む
人
は
最
も
少
な
く
八
討

と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
二
百
人
を
対
象
に
面
接
設
問
方
式

で
行
わ
れ
た
。
回
答
率
は
百
七
十
一

入
、
八
五
・
五
%
。

こ
の
老
人
た
ち
の
う
ち
子
供
や
孫
に

閉
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
の
は
五
八
。

五
第
、
老
夫
婦
二
人
だ
け
三
十
・
四

第
、
独
居
六
。
四
M
m
o

こ
の
統
計
の
一
一
義

で
独
居
者
た
ち
は
「
家
族
の
い
る
人
た

ち
は
い
い
。
し
て
み
た
い
ζ

と
は
①
自

分
に
合
っ
た
仕
事
②
旅
行
③
趣
味
に

生
き
た
い
仙
健
康
に
な
り
た
い
」
と
言

ゆっ。
仕
事
宇
一
持
っ
て
い
る
老
人
は
少
な
く

三
O

四
%
。
あ
と
の
人
た
ち
は
何
も

し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
仕
事
の
あ
る

老
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
農
漁
業
手
伝

い
。
老
人
た
ち
は
自
分
た
ち
で
も
社
会

に
役
立
つ
何
か
を
し
た
い
と
訴
え
て
い

る
o

そ
の
点
、
農
漁
村
の
老
人
は
う
ら

や
ま
し
い
と
語
る
。

い
い
人
ほ
ど
早
死
に
す
る
、
に
く
ら
し
い
や
つ
ほ
ど
長
生
き
す
る
ー
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
長
生
き
に
は
個
人
の
日
常
生
活
や
性
格
が
密
接

に
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
厚
生
省
が
、
九
十
歳
以
上
で
死
亡
し
た
人
々
の

生
前
の
生
活
状
況
を
き
い
た
「
人
口
動
態
社
会
経
済
面
調
査
」
(
四
十
四
年
)

の
結
果
を
も
と
に
、
ど
う
い
う
人
が
長
寿
を
ま
っ
と
う
し
た
か
を
分
析
し
、
こ

れ
を
掲
載
し
た
総
理
府
統
計
局
の
遇
信
紙
を
み
つ
け
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
し

ょ甲つ。

と
く
K
打
ち
込
む
趣
味
は
必
要
な
い

よ
う
で
六
七
軒
の
人
が
「
趣
味
と
く
に

無
し
」
で
す
が
、
働
い
て
い
た
り
、
何

か
を
信
じ
て
い
た
り
す
る
の
が
よ
い
の

か
、
家
事
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
人
七

三
軒
、
神
仏
を
信
心
し
て
い
る
人
七

O

計
と
、
そ
の
討
ム
ロ
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す。

次
に
、
性
格
は
ど
う
い
う
入
が
い
い

か
を
み
ま
す
と
、
人
づ
き
あ
い
が
よ

い
、
話
し
ず
き
、
楽
天
的
と
い
っ
た
外

交
的
な
人
が
多
く
、
そ
の
逆
の
狂
信
的

陰
気
、
人
ぎ
ら
い
、
け
ん
か
早
い
と
か

い
う
人
の
長
生
き
は
非
常
に
少
な
い
よ

}
つ
で
す
J
O

すま

に
は
、
希

望
に
よ
り

家
庭
奉
仕

員
F

ホ
ー

ム
ヘ
ル
バ

ー
)
を
派
遣
し
、
身
の
回
り
い
っ
さ

い
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

手
続
き
U
H
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
(
役
場
内
)
に
申
込
百
一
日
が

あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
担
当
の
民
生

委
員
を
通
じ
て
同
事
務
局
に
提
出
し

申
し
込
め
ば
よ
い
。

t
 

t
 

c
 

c
 

c
 

t
 

老

人

家

庭

相

談

員

ヰ

ひ
と
り
暮
し
の
方
の
あ
ら
ゆ
る
相
ヰ

談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
や
指
導
、

J
4

連
絡
に
当
っ
て
い
た
だ
く
人
と
し
て
仁

「
老
人
家
庭
相
談
員
」
が
設
置
さ
れ
=

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
ね

さ
い
。

4

相
談
員
仁
久

H
浜
上
玄
一
尻
、
長
牢

浜
H
堺
弥
三
衛
(
二
十
一
区
)
、
沖
口

浦

H
鎌
田
ワ
メ
力
、
青
島
リ
橋
本
守
ね

雄
、
今
坊
H
矢
問
喜
男
、
櫛
生
日
沖
刈

野
要
、
植
杉
シ
キ
、
山
山
海
い
い
西
山
ハ

C

ル
子
、
相
生
日
波
辺
ス
ミ
エ
、
翌
茂

U

U
菊
地
三
佐
子
、
白
滝
U
上
満
直
子
三

柴
H
H
渡
辺
サ
ツ
ミ
戒
川
H
後
藤
忠
雄
山

老
人
ホ
ー
ム
へ
は
い
れ
ま
す
ヰ

身
体
的
、
精
神
的
、
経
済
的
な
ど
ー

の
理
由
で
自
宅
養
護
が
困
難
な
人
は
ム
ヰ

養
護
老
人
ホ
i
ム
に
は
い
る
こ
と
が
写

で

き

ま

す

。

=

ま
た
ね
た
き
り
で
介
護
が
困
難
な
出

人
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
に
ー

は
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨昨t

 
t
 

ホ

i
ム
サ
イ
レ
ン

貸

し

ま

す

ひ
と
り
暮
し
の
人
で
体
が
不
自

由
な
人
に
は
、
火
災
や
そ
の
ほ
か
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園
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肘

押
入
れ
の
そ
う
じ
、
寝
ま
き
の
洗
た
ム
の
入
口
や
窓
か
ら
、
お
年
寄
り
た
ち
~

く
も
廊
下
や
電
灯
の
そ
う
じ
ー
な
ど
計
が
、
な
ζ

り
惜
し
そ
う
に
、
い
つ
ま
で
{

画
表
に
従
っ
て
行
う
作
業
に
、
二
人
は
も
手
を
ふ
っ
て
い
ま
し
た
O

(

園
長
補
引

い

つ

も

明

る

い

笑

顔

を

絶

や

さ

ず

、

せ

佐

・

藤

本

)

川

っ

せ

と

手

伝

っ

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

o

j

p

}

~

中
で
も
、
ホ

l
ム
の
レ
ク
レ

l
ν
ョ

ン

歌

を

つ

く

て

て

の

一

つ

、

紙

し

ぱ

い

や

読

書

の

時

間

に

み

ま

し

た

は
、
さ
す
が
に
年
代
に
合
っ
た
も
の
な

-
d

翻
調
繍
熟
替
の
か
、
大
ぜ
い
の
お

-
h
l
J
L土

し

め

恥

…

議
鴻
一
一
九
Jヌ
~

年

寄

り

た

ち

を

前

に

「

vh;λ¥fJLよム
y
t
t

為

ゆ

か

ザ

麓

仏

パ

川

本

を

読

ん

で

聞

か

せ

ん

い

ま

ご

二

三

ペ

パ

雄

一

~

一

一

欝
¥J丸
一

三

た

り

、

紙

し

ぱ

い

の

懇

懇

議

機

騒

酌

草

川

韓

日

ぷ

パ

み

ご

と

な

弁

士

役

を

選

議

機

銭

入

品

鴻

輯

昨

匂

滑
鴻
鰐
仇
一
事

Jdtz議
警

言

一

切

、

福

入

ザ

絞
綜
議
炉
匂
つ
と
め
て
お
年
寄
り

(

d

可

取

絞

た

ち

を

喜

ば

せ

ま

し

五

月

の

あ

る

日

、

ホ

l
ム
の
縁
側
で
円

下
浮
ぷ
た
。
最
後
の
日
、
二
次
の
よ
う
な
歌
が
で
き
ま
し
た
o
t
M

2
1
J
V

人
は
こ
の
一
週
間
を
お
な
じ
み
「
戦
友
」
の
ふ
し
で
歌
っ
て
円

醤
ふ
り
返
っ
て
、
「
ほ
い
ま
す
。
あ
な
た
も
一
曲
歌
っ
て
み
て
~

ん

と

う

に

有

意

義

な

一

週

間

で

し

た

」

く

だ

さ

い

。

円

と
。
ま
た
「
直
接
お
年
寄
り
に
接
し
た
て
四
方
の
山
に
固
ま
れ
て
吋

乙

と

に

よ

っ

て

お

年

寄

り

の

人

生

の

表

も

み

じ

の

名

所

白

滝

の

い

の
面
を
み
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
」L

と

白

山

闘

は

よ

き

城

よ

話

し

て

い

ま

し

た

。

明

治

の

青

年

集

い

合

う

叩

予
期
せ
ぬ
ζ

の

奇

特

な

心

の

娘

さ

ん

二

、

緑

の

谷

間

肱

川

の

…

二
人
の
訪
れ
で
、
ホ

1
ム

の

中

は

ほ

ん

流

れ

も

清

き

滝

の

水

と
う
に
す
が
す
が
し
い
ふ
ん
い
き
が
生

五
月
の
庭
の
一
室
で

ま
れ
、
職
員
一
同
、
い
つ
も
よ
り
仕
事
老
人
夫
婦
の
語
り
草

の

手

が

侠

く

は

ず

み

ま

し

た

。

間

三
、
思
え
ば
老
人
ホ
l
ム
へ
は

道

徳

の

面

な

ど

で

は

と

か

く

非

難

の

・不
安
ば
か
り
で
き
た
も
の
よ

的
と
な
り
が
ち
な
最
近
の
若
い
人
に
対

け
れ
ど
も
今
じ
ゃ
乙
の
笑
顔
戸

す

る

印

象

を

、

こ

の

二

人

の

娘

さ

ん

ま

。

]

生

き

が

い

わ

い

て

日

々

楽

し

私
た
ち
か
ら
も
い
っ
ぺ
ん
に
吹
き
飛
は

し

で

く

れ

ま

し

た

。

一

二
人
が
ホ

l
ム
を
去
る
と
き
、
ホ
-

輔融部輯輔嘩曜時鵡離願帯超田頭輯翻謹溢謹選謹露盤麺謹盗盗鐙鍾複盤盈盛通語醤醤鐘醤謹選

あ
り
が
と
う
日

西

田

さ

ん

、

矢

野

さ

ん

さ
る
七
月
二
十
八
日
の
午
後
の
こ
と

「
私
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
手
伝
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
い
き

な
り
白
山
国
入
口
に
学
生
ら
し
い
娘
さ

ん
二
人
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

J

白
山
闘
が
で
き
て
以
来
、
議
離

こ
の
よ
う
な
訪
問
者
は
初
め
磁
議

て
だ
け
に
、
最
初
は
ア
ル
パ
二
機

イ
ト
学
生
か
な
占
思
い
事
情
¥
ハ
守

を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
新
長
議
総

聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て
、
乙
の
藤
被
認

よ
う
な
施
設
に
は
職
員
が
少
線
機
感

な
く
て
入
手
が
足
り
な
い
と
一
詳
出

い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
何
か

私
た
ち
に
も
役
立
つ
乙
と
が
あ
れ
ば
と

思
ω:ei---
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
た
ち
ホ
j
ム
の
職
員
一
同
思
わ
ず

二
人
の
と
う
と
い
精
神
に
心
を
打
た
れ

感
激
し
ま
し
た
。

こ
の
娘
さ
ん
、
聞
聞
け
ば
長
浜
高
校
二

年
生
の
西
田
妙
子
さ
ん
と
矢
野
美
江
さ

ん
で
、
二
人
と
も
隣
り
町
八
多
喜
の
奴

さ
ん
。

/
せ
っ
か
く
の
好
意
を
遠
慮
な
く
受

一
/
け
る
こ
と
と
し
、
本
人
た
ち
の
希

市
♂
望
湿
り
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月

同
~
四
日
ま
で
の
一
週
間
、
毎
日
通
い

ヱ‘
U

¥

で
朝
八
時
半
か
ら
五
時
ま
で
手
伝

っ
て
い
た
だ
く
ζ

と
に
し
ま
し
た

ト
イ
レ
の
そ
う
じ
、
ガ
ラ
ス
ふ
き
、

翠翠露盈渥翠蜜語審盤塑臨時睡喧輯置暗闇騨朝酒田空空主

金

て

非
常
時
の
際
の
連
絡

用
に
ホ
l
ム
サ
イ
レ

ン
を
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。

し用

敬
老
の
家

老
人
ホ

l
ム
入
国

乙
コ
者
、
ま
た
、
在
宅
老

之
江
人
で
健
康
な
人
で
希

望
者
を
、
町
内
の
一
般
家
庭
や
地
域
の

公
民
館
な
と
に
招
い
て
、
楽
し
い
一
日

を
過
す
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

老

人

健

康

診

査

成
人
病
検
診
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
早

期
発
見
、
早
期
治
僚
が
で
き
る
よ
う
健

康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
診
査
の
結

果
、
健
康
優
良
な
人
に
は
記
念
品
を
贈

り
表
彰
し
ま
す
。

匿

痩

費

無

料

手
続
き
を
す
れ
ば
、
全
国
ど
こ
で
で

も
医
療
費
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
H
H
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
加
入

し
て
い
る
医
療
の
保
険
証
と
印
鑑
を
役

場
住
民
課
へ
提
示
し
て
申
請
す
れ
ば

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
を
作
り
ま

す
か
ら
、
医
師
に
か
か
る
際
に
乙
れ
を

保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
提
示
す
れ
ば
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

(
七
十
歳
に
な
る
月
の
始
め
の
臼
か
ら

該
当
し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
の
月
の
前

の
月
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
)

あ
ん
ま
、
は
君
、
き
ゅ
う

代
に
捌
一
円
補
助

町
が
指
定
し
た
町
内
の
業
者
(
増

田
、
細
川
、
信
楽
、
船
津
、
熊
本
、
菊

地
、
津
田
の
各
施
術
所
)
で
、
あ
ん

ま
、
は
り
、
き
ゅ
う
を
す
る
場
合
は
、

一
固
に
つ
き
二
百
円
を
町
が
補
助
し
ま

す。
手
続
き
H
役
場
住
民
課
で
「
老
人
施

術
補
助
金
受
給
資
格
者
証
」
を
作

り
ま
す
の
で
、
施
術
を
受
け
る
際

乙
れ
を
提
示
す
れ
ば
よ
い
。

予
防
接
種
も
無
料

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
も
無
料
で
す
。

敬
老
会
費
用
に
補
助

米
寿
者
に
は
祝
品

敬
老
会
を
行
う
場
合
、
七
十
歳
以

上
の
方
の
経
費
は
町
が
一
部
(
一
人

当
り
六
百
円
)
を
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
米
寿
者
に
は
祝
口
聞
を
贈
り

ま
す
。

喝c
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老
人
の
向
居
を
促
進
し
、
老
人
の
堆

い
る
安
ら
ぎ
の
あ
る
家
庭
、
つ
く
り
の
眠

た
め
に
必
要
な
老
人
の
居
室
を
新
築
、
口

増
改
築
あ
る
い
は
内
部
改
装
す
る
と

z

き
の
資
金
を
低
利
で
融
資
し
よ
う
と
ヰ

い
う
乙
と
で
、
「
老
人
居
室
整
備
資
企

金
貸
付
制
度
」
「
老
人
居
室
改
装
資
配

金
貸
付
制
度
」
の
二
つ
の
制
度
が
設
コ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
は
農
協
で
消

す
o
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

C

老
ク
育

成
に
謹

助
各
地
区

の
老
人
ク

ラ
ブ
育
成

の
た
め
援

助
を
し
て

い
ま
す
。

高年 ι一

齢三 i751
者千 i よt..!

福円:J誠 1

祉|以 i
年 l上 l
苦!の i
支|人 i
給，

年
一
回
、
敬
老
の
日
に
三
千
円
を

支
給
し
ま
す
。

貸
付
制
度
も
あ
む
ま
す
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立
路
線
が

町

道

i乙

補正予算で沖浦の船だまりのしゅんせつもできました

農
道
や
林
道
な
ど
、
合
わ

せ
て
十
二
の
路
線
を
町
道
に

認
定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

町
道
に
認
定
さ
れ
た
路
線

は
次
の
還
り
で
、
カ
ッ
コ
内

の
通
り
の
新
し
い
路
線
名
も

決
ま
り
ま
し
た
。

今
坊
の
日
ノ
浦
農
道
(
慈

光
寺
線
)
三
百
十
五

M
、
松

本
農
道
(
松
本
支
線
)
二
百

十
二
針
。
出
海
農
道
(
出
海

線
)
=
一
千
七
百
一
一
針
。
上
若

松
農
道
(
上
老
松
線
)
千
百

六
十
三

M
o
穂
積
の
明
東
地
農
道
(
明

東
地
線
)
八
百
六
十
五
日
町
、
大
久
保
農

道
(
大
久
保
支
線
)
四
百
二
十
三

M
o

豊
茂
の
朝
日
農
道
(
地
主
線
)
八
百
十

五
村
山
、
下
村
農
道
(
松
ノ
首
線
)
六
百

二
十
四
折
、
下
村
農
道
(
山
石
鼻

f
下
村

線
)
四
百
九
十
四
阿
川
、
下
村
農
道
(
堂

の
久
保
線
)
百
二
十
七
日
折
、
刈
屋
支
線

(
長
ナ
コ

1
刈
屋
線
)
二
百
六
十
三
・

四
針
。
穂
積
か
ら
豊
茂
に
至
る
刈
屋
線

(
夫
上
線
)
二
百
十
七
好
。

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
は
七
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
、

上
程
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
八
の
議
案
と
諮
問
案

件
一
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
ほ
か
、
陳
情
文
書
二
件
を
採
択

し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
町
長
は
行
政
諸
般
報
告
を
行
っ
た

ほ
か
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
今
回
は
新
議
員
一
人
が
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
、

一
般
質
問
の
お
も
な
内
容
は
次
の
通
り

有
線
電
話
改
良
費

町
道
新
設
費
な
ど
補
正

一

般

会

計

四
十
九
年
度
一
般
会
計
に
一
億
七
百

六
十
三
万
円
を
補
正
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
補
正
予
算
の
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

晴
海
工
業
用
地
買
い
も
ど
し
費
に
三

千
万
円
。
有
線
放
送
電
話
施
設
自
動
化

改
良
資
に
二
千
四
百
五
十
一
万
七
千

円
。
須
沢
、
出
海
の
尾
坂
、
櫛
生
の
積

水
郷
お
よ
び
高
峯
地
区
、
柴
の
道
上
地

区
へ
の
町
道
新
設
事
業
費
に
二
千
三
百

八
十
七
万
同
。
上
老
松
農
道
、
柴
の
ナ

カ
オ
イ
水
路
、
豊
茂
の
ヤ
シ
ノ
オ
カ
水

路
、
白
滝
沖
水
路
の
改
良
費
に
四
百
十

万
円
。
観
光
協
会
へ
の
徳
助
金
(
海
水

浴
場
施
設
の
整
備
費
や
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
製
作
費
な
ど
)
に
三
百
九
十
万

円
。
下
須
戒
の
惣
瀬
地
区
テ
レ
ピ
難
視

対
策
事
業
の
補
助
金
と
し
て
二
百
八
十

四
万
八
千
円
。
沖
浦
船
だ
ま
り
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
費
に
百
八
十
五
万
円
。
陽
だ

ま
り
の
部
屋
整
備
事
業
の
補
助
金
と
し

て
百
五
十
六
万
円
。
小
浦
集
会
所
備
口
問

ム
冨理怒櫨翻輔豊富議

購
入
費
百
五
十
万
円
。
松

山
j
大
分
瀬
戸
内
線
国
道

昇
格
推
進
協
議
会
負
担
金

百
万
円
。
松
く
い
虫
防
除

の
補
助
金
と
し
て
九
十

六
万
円
。
下
須
戒
の
新
造
替
地
下
水

道
工
事
費
に
八
十
万
円
。
長
浜
港
東

岸
壁
へ
の
水
道
新
設
工
事
費
に
六
十
万

円。

築
地
胃
袋
の
港
湾
埋
立
て

異
議
の
な
い
旨
を
筈
申

築
地
(
黒
田
)
地
区
の
裏
の
と
こ
ろ

の
長
浜
港
湾
を
埋
め
立
て
る
こ
と
に
つ

い
て
、
さ
る
六
日
十
九
日
付
け
で
愛
媛

県
知
事
か
ら
町
長
の
意
見
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
町
長

は
、
乙
の
埋
立
て
計
画
は
適
正
な
も
の

で
あ
り
、
異
議
の
な
い
旨
を
答
申
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
結
果
、
万
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
新
盛
己
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答

の
要
旨
次
の
通
り
。

質
問
公
害
対
策
審
議
会
の
構

成
、
機
能
、
活
動
状
況
を
具
体
的
に

説
明
さ
れ
た
い
。

答
弁
国
、
県
、
町
を
問
わ
ず
、

乙
の
よ
う
な
審
議
会
は
、
構
成
の
上

か
ら
も
町
の
場
合
な
ら
町
長
が
委
嘱

を
し
て
対
策
審
議
会
を
構
成
し
て
ゆ

く
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
い

f
f

る
よ
う
に
、
町
長
か
ら
調
査
璽

や
研
究
な
ど
の
諮
問
か
あ
っ
た
蝿

場
合
に
審
議
会
は
活
動
を
起
醐

乙
し
て
ゆ
く
と
い
う
機
能
に
酔

な
っ
て
お
り
、
独
自
に
研
究
酔

と
か
対
策
を
す
す
め
る
と
い
櫨

う
よ
う
な
こ
と
に
は
な
っ
て
議

い

な

い

。

ー

四
十
八
年
度
ま
で
の
諮
問
事
項
リ

①
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
地
域
指
定

の
課
題
に
つ
い
て
②
水
利
模
型
実
験

に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
。
:
:
:
町
長

質
問
教
職
員
の
政
治
活
動
に
対

し
政
党
支
持
の
自
由
の
原
則
を
は
ば

ん
で
は
い
な
い
か
。

答
弁
私
は
、
悪
質
な
と
と
は
も

ち
ろ
ん
、
法
に
ふ
れ
る
こ
と
は
絶
対

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
と
言
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ご
指
摘
の
よ
う
な

グ
学
校
ぐ
る
み
μ

な
ど
と
い
う
も
の

は
で
き
る
も
の
で
も
な
い
し
、
実
態

と
し
て
も
で
き
て
い
な
い
。
と
も
あ

請
負
契
約
締
結
を
承
認

有
線
放
送
電
話
施
設
整
備
改
良
工
事

を
三
千
六
百
万
円
で
高
松
市
の
沖
電
気

工
業
株
式
会
社
四
国
営
業
所
と
、
ま
た

櫛
生
漁
港
の
局
部
改
良
工
事
を
一
千
六

百
九
十
二
万
円
で
櫛
生
の
清
水
建
設
と

請
負
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

れ
政
党
支
持
の
自
由
の
原
則
を
は
ば

ん
で
は
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

.. 

-
-
-
教
育
長

質
問
低
所
得
者
、
母
子
家
庭
の

援
助
や
配
慮
に
つ
い
て
県
の
具
体
策
、

町
の
具
体
策
を
伺
い
た
い
。

答
弁
世
帯
更
生
資
金
の
運
用
の
問

題
、
緊
急
生
活
安
定
資
金
の
供
給
の

問
題
、
愛
の
基
金
制
度
、
母
子
福
祉

資
金
、
母
子
世
帯
小
口
貸
付
な
ど
の

問
題
ー
な
ど
は
、
さ
ら
に
現
行
制
度

ft
を
す
す
ま
せ
て
低
利
、
あ
る
い

鵠
は
無
利
子
の
融
資
を
す
す
め
て

趨
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

髭
た
、
低
所
得
者
就
学
奨
励
補

掛
助
金
の
増
額
の
問
題
、
児
童

櫨
扶
養
手
当
の
問
題
、
母
子
栄

閑
静
養
食
品
給
付
の
問
題
、
学
用

欝
口
問
、
通
学
費
、
逮
学
用
品
の

J

助
成
の
問
題
、
修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
災
害
遺
児
手
当
な
ど
の
問

題
な
ど
は
、
町
で
も
今
後
か
な
り
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
母
子
家
庭
の
教
育
の
問

題
に
つ
い
て
も
、
今
後
か
な
り
の
努

力
と
研
究
が
必
要
だ
。

今
後
も
国
や
県
の
補
助
制
度
に
の

せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
積
極
的
に
や

っ
て
ゆ
く
が
、
町
独
自
の
も
の
に
つ

い
て
も
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
た
め
ら

う
こ
と
な
く
臨
ん
で
ゆ
き
た
い
。
-
も

・・・町長水
稲
、
蚕
繭

無
事
一
民
金
を
交
付

昭
和
四
十
六
年
以
来
、
水
稲
と
蚕
繭

の
被
害
が
少
な
く
、
無
事
-
民
金
の
積
立

て
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

無
事
一
民
金
交
付
の
対
象
と
な
る
の
は

水
稲
、
蚕
繭
両
方
と
も
昭
和
四
十
六
年
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度
か
ら
四
十
八
年
度
に
引
受
け
た
も
の

で
、
交
付
金
の
総
額
は
水
稲
が
七
万
三

十
六
円
、
蚕
繭
が
五
方
四
千
十
六
円
、

交
付
の
対
象
者
は
水
稲
が
一
二
百
二
十

人
、
蚕
繭
が
三
十
八
人
と
な
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
今
年
度
末
ま
で
に
交
付

す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
に
間
に
合
わ
す

を
求
め
た
結
果
、
異
議
な
し
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

化
に
つ
は
て
」
の
陳
情
と
、
長
浜
の
久

保
勝
輔
ロ
ん
ほ
か
二
十
四
人
の
方
か
ら

の
「
肱
川
口
漁
得
内
の
し
ゅ
ん
せ
つ
に

つ
い
て
」
お
よ
び
「
肱
川
口
漁
港
付
帯

施
殺
艇
揚
場
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
」

の
陳
情
は
、
パ
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
ま
し

た。

健
康
な
赤
ち

ゃ
ん
を
産
ん
で

ほ
し
い
、
機
成

に
育
っ
て
ほ
し

い

H

、
お
母
さ
ん

も
位
康
に
-
-
・
・
圃

0

・
。
そ
ん
な
願

い
を
こ
め
で
母

と
子
の
健
一
康
づ

く
り
の
お
世
話

を
い
た
だ
い
て

い
る
の
が
母
子

保
健
推
進
員
で

す。
母
子
保
健
の

諸
事
業
、
詩
行

事
の
招
介
L

ぱ
ど

の
ほ
か
、
い
ろ

い
ろ
な
ご
相
談

に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽

に
担
当
地
区
の

推
進
委
員
を
ど

活
用
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
に

熊

野

龍

一

雄

さ

ん

ハ
ゾ， -.' 

瞭
情
書
士
件
を
採
択

大
山
武
萱
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い

町
ば
後
任
の
人
権
擁
諮
定
員
花
、
長
浜

十
六
区
の
熊
野
焦
雄
さ
ん
(
七

O
)
を

推
せ
ん
、
こ
れ
に
対
す
る
議
会
の
意
見

て
招
待
し
た
神
伝
流
泳
者
で
知
ち
れ
る
一

田
中
氏
推
丸
さ
ん
ら
大
机
水
泳
協
会
の
一

メ
ン
バ
ー
五
人
の
模
範
泳
法
が
般
路
さ
一

れ
た
あ
と
、
生
徒
た
ち
が
初
泳
ぎ
を
楽
一

し

ん

だ

。

一

お

礼

の

こ

と

や

は

一V
F元
町
古
夕
、
v
h引

J

川
一
三
一
、
、
恒

一ψ縦
書

簡

殴

ば

6
4
y川
J

輔
君

y
一
一
欝
臨
児
童
代
表
一

〈一i
i
J
J
M
J
Hぶ
〆
一
藤
本
秀
旦
良
一

2
川

J

一、
一

3

一

司

T

J

ゼ鰐禁
4
h
J一向c…

出

子

主

一

九

4

一、川市ゲ
t

~

?

一

ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
、
町
長
さ
ん
始
一

め
、
お
じ
さ
ん
が
た
の
大
雪
な
お
ほ
ね
u

f

お
り
で
、
こ
ん
な
り
っ
ぱ
な
プ
一

m

F

f

 

4

1

¥

』

J
M
ノ

l
ル
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
あ
F

L

〆
広
M
L一
り
が
と
う
ζ

ざ

い

ま

す

。

…

山
山
二
万
)
プ
!
ル
が
で
き
る
乙
と
を
間
一

ル
ヘ
レ
J

い
て
、
い
つ
で
き
る
の
だ
ろ
う
…

防
予
~
リ
〈
か
、
こ
と
し
の
夏
は
日
泳
げ
る
の
↑

徒

プ

〆

E

¥

だ
ろ
う
か
と
、
首
会
長
く
し
て
山

性

J

(

プ
)
み
ん
な
が
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
一

柴

ス

ヘ

¥

/

乙

の

よ

う

な

り

っ

ぱ

な

プ

i
…

立
与
制
〈
ル
で
泳
げ
る
の
か
と
息
切
っ
と
、
一

を
品
問
/
比
ア
」
う
れ
し
〈
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

ザ
ヤ
仙
一
刷
あ
す
か
ら
よ
く
苦
闘
し
て
、
み
ん
な
泳
一

初

m
m
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
患
い
ま
す
。

一
九
一
山
口
そ
し
て
・
み
な
さ
ん
の
お
ほ
ね
お
り
に
一

一
ル
畏
む
く
い
る
よ
う
、
プ
ー
ル
を
た
い
せ
つ
…

プ

一

業

こ

っ

固

た

プ

事

l
つ
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

し
ン
設
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
一

成

一

建

jr3

一

完

メ

総

L
大

…

曹司
J

ロ
浜
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長
小

川
儀
三
郎
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
て
い
た

「
中
度
身
体
位
害
者
の
医
療
費
の
無
料

員

躍康 tJ. iiJ.:苔令 fvを j産も

つ

進

ど

推

1il語

で

生

産

整

を

四
十
九
年
度
事
業
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
柴
小
学
校
の
プ
ー
ル
が
完
成
、
八
月

回
目
的
収
工
式
と
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ

4

1

M

O

 式
に
は
地
元
住
民
や
同
校
一

ω生
徒
全

貝
の
ほ
か
、
関
係
者
多
数
が
出
席
、
完

戎
を
況
い
合
つ
よ
仁
o

と
こ
ろ
で
、
乙
の
プ
ー
ル
の
完
成
を

最
も
喜
ん
だ
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

同
校
の
坐
徒
た
ち
。
式
の
中
で
生
徒
を

代
表
し
て
六
平
一
り
総
本
秀
貴
君
が
下
記

の
よ
う
に
お
礼
を
述
べ
た
。

ま
た
式
の
後
に
は
プ
ー
ル
開
き
が
行

わ
れ
匂
ま
ず
、
プ
l
ル
完
成
を
記
念
し

よも

健

相談

保

品質の高いものを適量作る

ことが第一の対覧

ご

母

「
曲
賞
作
貧
乏
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

、
ミ
カ
ン
農
家
の
代
名
詞
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
、
昨
今
の
ミ
カ
ン
事
情
は
好
ま
し
く

な
い
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
今
年
度
の
ミ
カ
ン
生
産
量

は
、
昨
年
を
上
回
る
約
四
百
万
ト
ン
と

い
う
豊
作
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
価
格

商
で
は
坦
去
三
か
年
mu
価
格
を
維
持
す

る
乙
と
す
ら
む
つ
か
し
い
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
乙
の
対
策
と
し
て
、
と
の

ほ
ど
日
本
園
芸
民
業
協
同
組
合
連
合
会

な
ど
で
は
、
ミ
カ
ン
品
質
の
向
上
を
は

か
る
と
と
も
に
生
産
調
整
を
行
う
円
以
外

に
価
格
低
下
を
防
ぐ
方
法
は
な
い
と
し

て
、
摘
果
の
完
全
実
胞
や
品
種
の
更
新

を
す
す
め
、
二
十
軒
の
減
産
を
は
か
る

よ
う
全
国
的
に
運
動
を
す
す
め
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
が
、
現
在
す
で
に
多
く

の
生
産
者
が
認
識
し
て
こ
れ
を
進
め
て

い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
、
乙
の
対

策
を
自
主
的
に
、
積
額
的
に
す
す
め
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

(小j市〉

(55区)
(今坊日の出7
Ctl!ii生浜)
(須沢奥)
(出海i中)
(下須成部)

(上若松)

(豊茂谷上)

(白滝加屋)

(白滝須合田)

(戒J11一の瀬)

(柴白方)

推進員氏名(住所)

( 3[2;:) 

(28区)

( 16区)

(19区)

長浜町母子保憧撞遵員藍持ち!&域

麻子

藤技ナツ子

子
主主
a

堀井

長坂芙貴子

新江滝子
岩田文子
谷井光恵
沢田喜代子
畑溢久恵

東宮幾子

三井セツ子

小西イセ子

zu宮八重子

篤子

清水槙子

山本房子

小西カメ子

井干

武本

。。

引
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円
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区
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。
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A
A
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ロ
~
全
会

久

浜

浜

渋

滞

浦
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生

沢

海

生

生

茂

滝

滝

川

仁

長

長

長

沖

沖
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相
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豊
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白

成

白
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寝

人

均三

自

然

の

中

長
浜
町
で
生
ま
れ
、
長
浜
町
で
育
ち

長
浜
町
で
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
の
大
自
然
あ
る
い
は
歴
史
と
接
す

る
機
会
が
な
く
巣
立
っ
て
ゆ
く
子
ど
も

が
多
い
。
長
浜
町
教
育
委
員
会
で
は
、

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
長
浜
町
で
、
子

ど
も
た
ち
が
こ
の
自
然
に
直
接
ふ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
郷
土
の
よ
さ
、
伝
統
や

LTh 
南
国
民
町

食

共

iζ 

中学生

で

泊

研

修

歴
史
を
知
り
、
郷
土
を
守
り
、
郷
土
を

伸
ば
す
心
を
育
て
る
た
め
の
教
育
を
進

め
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
中
学
三
年
生
の

金
山
出
石
寺
一
泊
研
修
を
去
る
七
月
九

日

t
十
日
の
日
程
で
行
っ
た
。

長
浜
中
百
九
十
二
人
、
出
海
中
二
十

二
人
の
計
二
百
十
四
人
が
共
に
出
石
寺

へ
の
遠
い
道
の
り
を
歩
き
、
寝
食
を
共

に
し
た
研
修
の
感
想
を
次
に
紹
介
し
ょ

v
「
ノ
。

自然と団体生活の中で生徒たちはいろいろなことを学んだようだ

出
石
寺
キ
ャ
ン
プ
に

参

加

し

て

長
浜
中
三
苧

_."'" 
，屯

本
友
達
と
宿
泊

を
共
に
す
る
の

は
私
に
と
っ
て

去
年
の
あ
の
楽

し
か
っ
た
修
学

旅
行
以
来
の
こ

と
で
あ
る
。
前
夜
か
ら
、
あ
り
っ
た
け

の
お
菓
子
と
、
あ
ら
ゆ
る
薬
類
を
リ
ュ

ッ
ク
に
つ
め
込
ん
だ
。
そ
の
時
は
、
長

い
苦
し
い
山
道
な
ど
考
え
て
も
み
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
以
前
小
学
校
の

頃
、
選
足
で
一
度
行
っ
た
き
り
で
あ
っ

た
か
ら
、
あ
の
大
変
だ
っ
た
山
道
の
こ

と
も
も
う
忘
れ
か
け
て
い
た
。

不
断
、
か
ぶ
り
慣
れ
な
い
帽
子
も
修

学
旅
行
に
一
度
か
ぶ
っ
た
き
り
の
も
の

で
、
た
ん
す
の
奥
に
丁
寧
に
し
ま
っ
で

あ
っ
た
も
の
だ
。

九
日
の
朝
、
飼
っ
て
い
る
ハ
ム
ス
タ

j事

過
去
を
み
て

現
在
を
考
ぇ

未
来
を
歯
車
か
恕
も
め
に

喜
四
日
突

ー
に
た
っ
ぷ
り
と
ひ
ま
わ
り
の
種
を
与

え
て
家
を
出
た
の
で
あ
る
。
天
侯
も
よ

く
、
山
道
に
さ
し
か
か
る
ま
で
は
、
リ

ュ
ッ
ク
の
重
み
も
何
の
そ
の
。
と
こ
ろ

が
山
道
に
入
っ
て
い
く
と
思
い
出
し

た
。
け
わ
し
い
山
道
を
出
石
寺
に
向
か

っ
て
一
生
け
ん
命
歩
い
て
行
っ
た
時
の

こ
と
を
。
う
れ
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
肩

に
く
い
乙
む
リ
ュ
ッ
ク
の
痛
さ
を
感
じ

な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
だ
だ

ろ
う
か
、
そ
の
松
の
木
を
曲
が
れ
ば
平

地
に
出
る
だ
ろ
う
か
と
、
坂
道
を
息
を

切
ら
し
て
登
っ
て
い
っ
た
。
視
界
が
開

け
て
瀬
戸
内
海
が
見
え
た
時
は
、
絶
景

に
胸
が
す
問
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
出
一
ね
寺
に
着
い
て
か
ら

は
精
根
尽
き
て
し
ま
っ
て
、
出
発
の
時

ほ
ど
の
元
気
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
一
時
間
も
す
る
と
も
う
お
寺
の
中

は
、
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。
私
も
皆
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
ト
ラ
ン
プ

を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。

お
寺
に
は
朝
鮮
か
ら
き
た
と
い
う
国

宝
の
つ
り
鐘
も
あ
り
、
回
り
の
景
色
は

空
が
近
く
、
高
い
大
き
な
木
が
そ
び
え

立
っ
て
い
た
。

夕
食
後
に
は
住
職
さ
ん
の
「
思
考
」

「
忍
耐
」
「
努
力
」
の
三
つ
に
つ
い
て

の
お
話
を
聞
い
た
。
こ
の
持
ば
か
り
は

時
間
の
た
つ
の
を
早
く
感
じ
た
。
で

も
、
正
座
し
て
い
た
私
達
は
足
の
し
び

れ
を
ど
う
に
か
こ
ら
え
て
い
た
が
話
が

終
わ
る
と
、
直
ぐ
に
足
を
の
ば
し
た
。

こ
の
後
、
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン
を
し
て

お
お
い
に
爆
笑
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

た。夜
は
、
な
か
な
か
眠
り
に
つ
け
な
く

て
、
時
々
鳴
る
鐘
の
音
が
頭
に
し
み
つ

い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
寝
付

い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
朝
方
だ
っ
た
ろ

う
。
翌
朝
も
、
早
く
か
ら
目
が
さ
め
て

結
局
、
睡
眠
不
足
で
あ
る
。
障
子
を
あ

け
る
と
、
外
の
ガ
ラ
ス
戸
が
あ
い
て
い

て
冷
た
い
風
が
顔
を
な
で
た
。
外
は
も

う
朝
ぼ
ら
け
だ
。

皆
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
体
操
を
し

て
、
朝
の
食
事
を
す
ま
せ
た
。
私
は
み

ん
な
の
水
筒
を
集
め
て
水
を
く
ん
で
あ

げ
た
。
と
て
も
気
分
が
よ
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
私
に
し
て
は
め
ず
ら
し
い
行

い
な
の
だ
。

そ
う
し
て
、
お
寺
の
方
に
お
礼
を
告

げ
て
、
中
学
校
へ
と
お
寺
を
出
発
し
た

タ
ベ
少
し
降
っ
た
雨
で
ぬ
れ
た
草
が
き

ら
き
ら
朝
日
に
光
っ
て
い
た
。
帰
り
道

に
鐘
の
音
が
聞
こ
え
た
時
は
、
も
う
少

し
、
ぉ
寺
に
い
れ
ば
よ
い
の
に
と
さ
え

思
っ
た
。
帰
り
道
は
、
昨
日
に
比
べ
て

楽
で
歌
な
ど
も
聞
か
れ
た
。

こ
の
出
石
寺
キ
ャ
ン
プ
が
長
中
の
伝

統
と
な
る
よ
う
来
年
も
そ
し
て
ず
っ
と

続
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
住

職
さ
ん
の
話
し
を
聞
け
ば
と
て
も
た
め

に
な
る
と
思
う
。

出
石
寺
で
の
キ
ャ
ン
プ

出
海
中
三
年

浜
川
由
美
子

私
達
、
出
海

中
学
校
三
年
生

と
、
長
浜
中
学

校
三
年
生
と
で

七
月
九
日
、
十

日
の
二
日
問
、

出
石
寺
へ
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
。

行
き
帰
り
と
も
歩
い
た
の
で
、
や
は

り
、
し
ん
ど
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

一
番
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

で
も
私
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
、
参

a
S
Q
B
P
1
1
2
2も
j
s
、』一
J
-
u
t
s
eも
屯
g
e
s

、sg
t

、BS《
も
官
2
4・も也

犬

を

調

っ

て

い

る

人

品

飼

う

人

へ

一

犬
の
危
害
を
防
ぐ
た
め
、
愛
媛
一

県
に
は
、
次
の
よ
う
な
条
例
が
定
平

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
う
人

4

h

は
、
よ
く
守
っ
て
住
み
良
い
生
活

日
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

h
O飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
捨
て
て
は

な
ら
な
い
。
(
造
反
す
る
と
五
万

川
円
以
下
の
罰
金
)

M
O飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
人
の
身
体

J

お
よ
び
財
産
に
危
害
を
加
え
る
お

戸
そ
れ
の
な
い
方
法
で
係
留
(
つ
な

ぎ
と
め
る
)
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
(
違
反
す
る
と
五
万
円
以
-

』

下

の

罰

金

)

一
知
一

ン

A
V
係
留
さ
れ
て
い
な
い
飼
い
犬

ワ
は
、
野
犬
と
み
な
さ
れ
処
分

切
さ
れ
る
。

日
。
飼
い
犬
が
学
校
、
病
院
、
公
問
、

J

道
路
、
そ
の
他
公
共
の
施
設
、
も

し
く
は
場
所
、
ま
た
は
他
人
の
財

産
を
汚
染
し
、
損
傷
し
た
と
き
は
、

一
直
ち
に
汚
物
の
処
理
な
ど
、
必
要

な
措
置
を
す
る
乙
と
。

~
。
飼
い
犬
を
係
留
す
る
場
所
お
よ
び
/

九
そ
の
周
辺
は
清
潔
に
す
る
こ
と
。

p

h
A
V

か
み
癖
の
あ
る
飼
い
犬
は
、
ロ
輪
{

を
取
り
付
け
る
乙
と
。
(
違
反
す
九

}
る
と
二
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
~

/

科

料

〉

~

r
O飼
い
主
は
、
飼
い
犬
に
「
飼
い
犬

の
証
」
(
飼
い
主
の
氏
名
を
ほ
り

乙
ん
だ
も
の
)
を
付
け
、
門
戸
に

標
織
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

J
O飼
い
主
は
、
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
山
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加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
二
日
間
の
団
体

生
活
の
中
で
、
今
ま
で
に
、
自
分
の
回

り
に
な
か
っ
た
も
の
を
得
た
と
い
う
こ

と
と
、
出
石
寺
の
住
職
の
話
を
聞
い
て

教
え
ら
れ
た
こ
と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ。
団
体
生
活
の
中
で
、
強
く
感
じ
た
こ

と
は
、
出
海
中
の
コ
一
年
生
は
十
七
人
し

か
い
な
く
、
み
ん
な
と
は
保
育
所
の
時

か
ら
の
つ
き
会
い
で
気
心
も
し
れ
て
い

る
の
で
、
あ
ま
り
競
争
心
が
な
い
。

ラF

l... 

よ

み

島
雄
日
品

ー
日
:
・
海
開
き
恒
川
崎
祭
行
う

2
日
-e-
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
開
き
、

老
人
学
級
、
健
康
優
良
老
人
の
審
査
、

郷
土
を
美
し
く
す
る
運
動
の
取
り
組
み

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
協
議

3
日
:
・
大
和
小
学
校
プ
l
ル
開
き
行

-つ
4
日
固
公
民
館
長
会
開
き
、
夏
季
大

学
、
郷
土
芸
能
祭
、
成
人
ソ
フ
ト
・
パ

レ
!
大
会
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
協
議

5
日
:
①
民
生
委
員
定
例
会
開
き
子

ど
も
の
水
の
事
故
防
止
の
こ
と
、
青
少

年
の
非
行
化
防
止
の
た
め
の
街
頭
補
導

の
こ
と
、
心
配
ご
と
相
談
所
運
営
強
化

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
協
議
⑧
喜
多
地

区
更
生
保
護
婦
人
会
長
浜
支
部
総
会
開

き
、
四
十
九
年
度
事
業
計
画
や
予
算
な

ど
決
め
る

6
日
・
:
婦
人
会
長
会
聞
き
、
夏
季
大

学
の
こ
と
や
、
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い

て
協
議

8
自
・
:
豊
茂
生
活
学
校
開
く
。
老
人

ク
ラ
ブ
員
と
婦
人
会
員
合
わ
せ
て
五
十

五
人
が
出
席
、
ガ
ン
の
予
防
に
つ
い
て

~ 穣盤璽盤櫨悪習レ瞳嚢醤盤鍾撞盤鍾塑鐙蜜盤強盛

だ
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
何
百
人
の
中

に
ま
じ
る
と
、
お
た
お
た
し
て
し
ま
い

心
細
く
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
い
わ
い
に
、
明
る
く
人
つ
き
あ
い

の
い
い
人
ゃ
、
ど
乙
か
で
み
か
け
た
よ

う
な
人
達
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ

友
達
に
は
な
れ
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
、

社
会
に
出
た
時
、
も
っ
と
自
分
は
積
極

的
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

ふ
ん

住
職
の
話
を
聞
い
て
教
え
下
り
れ
た
こ

と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
人
間

と
は
何
か
い
い
こ
と
を
す
る
と
、
そ
れ

を
す
ぐ
に
人
に
言
い
た
く
な
る
。
つ
ま

り
、
自
分
の
し
た
こ
と
を
ほ
め
て
も
ら

い
た
い
の
だ
。

で
も
、
そ
れ
を
人
に
言
っ
て
は
、
自

分
が
し
た
こ
と
の
意
味
が
な
く
な
る
。

ほ
ん
と
う
の
良
い
こ
と
と
は
、
良
い

こ
と
を
し
て
お
そ
れ
を
人
に
い
わ
な
い

こ
と
だ
。

こ
れ
が
で
き
る
人
こ
そ
、
ほ
ん
と
う

に
り
っ
ぱ
な
人
間
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ

た。
住
職
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
自
分

が
な
さ
け
な
く
つ
ま
ら
な
い
も
の
の
よ

一

仰

目

、

長

浜

中

学

一

校

グ

ラ

ン

ド

で

第

H

一

回

愛

護

班

ソ

フ

ト

ボ

一

l
ル
大
会
が
関
か
れ

た
o

大
会
に
は
町
内

一

の

愛

護

班

川

チ

l
ム

一

が

出

場

、

熱

戦

の

結

一

果

左

記

の

通

り

と

な

一

っ

た

。

一

優

勝

・

・

櫛

生

子

ど

も

一

ム

E

一

二

位

・

長

浜

A
子
ど

一

も

会

一

三

位

喜

多

灘

子

ど

一

も

会

・

長

浜

一

B
子
ど
も
会

人
が
、
長
供
向
臨
海
工
業
開
発
状
況
視

察
の
た
め
来
町

で
鈎
悶
日
:
・
今
坊
婦
人
学
級
聞
く
。
約
五

程
時
十
人
出
席
。
こ
れ
か
ら
の
ミ
カ
ン
栽
培

問
中
間
と
婦
人
の
役
割
に
つ
い
て
学
習

で
封
印
問
自
国
:
①
米
の
生
産
調
整
対
策
協
議

時
献
会
開
き
、
現
地
催
認
日
程
な
ど
決
め
る

到
。
②
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
開
き
、
防

月
う
犯
活
動
の
取
り
組
み
の
こ
と
や
、
事
故

8
行
防
止
対
策
に
つ
い
て
な
ど
協
議
し
た
ほ

ら
を

か
査
か
、
人
工
呼
吸
法
を
実
習

日
検
査
刊
日
;
・
①
今
坊
家
庭
教
育
学
級
聞
く

却
器
検

月
量
を
約
五
十
人
出
席
。
「
一
二
世
代
に
お
け

フ
計
台
る
し
つ
け
の
諸
問
題
」
と
題
し
た
講
演

学
習9

日
・
:
日
赤
奉
仕
団
・
婦
人
と
も
し

び
会
・
親
和
国
里
親
の
会
の
合
同
会
開

き
、
四
十
九
年
度
事
業
計
画
の
審
議
を

行
っ
た
ほ
か
、
「
親
和
国
一
日
里
親
L

の
実
施
臼
な
ど
決
め
る

間
日
:
:
日
滝
地
区
三
老
人
ク
ラ
ブ
の

定
例
会
開
き
、
老
人
学
級
参
加
の
こ
と

や
郷
士
を
美
し
く
す
る
運
動
に
つ
い
て

な
ど
協
議

日
日
・
:
①
及
入
学
級
開
く
o

約
百
八

十
人
出
席
。
「
日
本
の
朕
史
と
勝
海

舟
」
と
題
し
た
講
演
を
聞
い
て
学
習
⑨

戒
川
婦
人
学
級
開
く
o

日
人
出
席
。
夏

の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
の
作
り
方
や
家
庭
者

殺
の
し
か
た
な
ど
学
官
③
宇
摩
郡
十
居

町
の
町
議
会
と
理
事
者
の
一
行
二
十
八

櫛生子ども会が優勝@ク

「第 11回愛護班ソフトボール大会」

う
に
思
え
た
。

自
分
の
欠
点
を
、
ず
ば
ず
ば
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
た
。

人
の
た
め
に
つ
く
す
と
い
う
こ
と
は

自
分
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
は
、
住
職

が
言
っ
た
よ
う
な
人
聞
に
は
な
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
歩
で
も
そ
ん
な

人
間
に
近
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い

も
の
だ
と
思
っ
た
o

を
聞
い
て
学
習
⑨
柴
家
庭
学
級
開
く
。

「
今
日
の
家
庭
の
特
質
と
子
ど
も
の
し

つ
け
」
と
題
し
た
講
演
を
聞
い
て
学
習

③
白
滝
婦
人
学
級
開
く
。
約
三
十
人
出

席
。
着
物
の
着
付
け
方
習
う

四
日
・
:
①
四
同
地
方
つ
ゆ
明
け
宣
言

あ
り
②
喜
多
瀧
地
区

P
T
A
、
公
民

館
、
区
長
会
の
合
同
役
員
会
開
き
、
夏

の
行
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
行
う

加
日
:
小
中
学
校
一
学
期
終
業
式

盟
日
:
・
七
月
定
例
町
議
会
開
く
(
四

ペ
ー
ジ
の
通
り
)

酒
田
・
農
業
委
員
会
聞
く

訪
日
・
:
櫛
生
公
民
館
の
部
落
館
長
会

と
体
育
部
長
会
の
合
同
会
聞
き
、
今
年

度
下
半
期
の
事
業
計
耐
な
ど
に
つ
い
て

協
議酒

田
地
元
の
人
約
百
五
十
人
が
出

て
、
白
滝
児
塗
交
通
遊
閣
の
大
そ
う
じ

行
う叩

日
・
:
@
出
海
幼
児
学
級
開
く
。
一
一

十
五
人
出
席
。
開
講
式
行
っ
た
あ
と
、

入
学
前
の
幼
児
の
問
題
に
つ
い
て
学
習

②
長
浜
婦
人
学
級
開
く
。
交
通
ル

l
ル

に
つ
い
て
な
ど
学
習
③
戒
川
と
柴
地

区
で
、
米
の
生
産
調
整
の
現
地
確
認
行

-つノ

そ
の
ほ
か
H
心
配
ご
と
相
談
所
利
用

者
十
人
。
町
内
関
係
地
区
で
第
二
次
林

業
構
造
改
善
事
業
の
説
明
会
開
く
。

唱
だ
と
き
は
、
直
ち
に
保
健
所
長
ピ

円
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
違
反
す
る
と
二
万
円
以
下
の
罰

刊
金
ま
た
は
科
料
)
O犬
に
か
ま
れ

た
者
は
、
直
ち
に
保
健
所
長
に
通
同

h

報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
円

一
日
話
一

畜

犬

指

導

員

に

〉

中

野

茂

明

さ

ん

山

長
浜
町
の
畜
犬
指
導
員
に
、
長
}

浜
三
十
九
区
の
中
野
茂
明
さ
ん
ぜ

(四一

q

八
幡
浜
漁
協
長
浜
支
所

J

~
長
)
が
良
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
戸

川
犬
の
管
理
上
の
問
題
な
ど
お
気
軽
{

}

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

〈

ナ

m

{

一

冗

~

コ

日

で

は

~

ン

|

J

f

o

-

w

ワ

げ

同

即

日

ツ

上

叶

寸

円

〉

J

J

同

貝

扮

扮

別

措

〉

日

一

犬

一

開

閉

削

制

的

~

E

7

h

主

小

田

U

0

0

一

6

4

W

3J
連

前

前

も

戸

不
a

と

午

午

h

灯

、

~

「
V

庁

一

一

子

轍

い

は

本

庁

所

も

問

J

日

場

絡

犬

却

一

一

雇

役

体

連

親

買

円

九

…

…

…

臨

〈

i
〆

所

間

金

庫

〈

伊

場

時

料

開

~

BEン
げ

げ

d

日

コ

ゴ

上

上

上

J

U
U

買

買

買

h

i

-

冊
一
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事当 l定種るす運用進心 ， 

業つス所のた。動の強と i一生かそっ、伸ばそう、かくれた能力-1
主てワで援め心を場調し i ~. .. / . 0 • ~ - / • - ，.-/ ~ I 
のい lは護、身展を月て I _~~.~___=~~___a_ I 
皆まカ「措雇障関拡問、し一一一一一-9月は心身障害者雇用促進強調月間一一一一一i
さす l就置用害す 大を 全
ん。と職を主者るす設国 は会者 あっ般障としらしりやでこ理関すて促
、障し促講やのとるけい九至をのしりて従害たたれて広精あれ解、。_J_.進「

お害て進じ本雇とた、つ月つ確すかまい業をゆ。る活範身つまと事乙出法身
気者相指、入用 lこめ心せはて保べしせる員乗ま高よ躍な薄たで協業の思」体
軽の談導公lこ促しの身い労いすで、ん方のりざいうす職弱身就力主間十が 障
に皆や官共対立王子就障に働まるに就 0 も 師 越 る 勤 iこる場者体識をの、 l己市u'害
どさ指」職しをト職害雇省せま就職 少表え努労な姿 l乙も障が得方関な 定者
利ん導が業てはい促者用をんで業希 なと、力意りが進か害因て々係りさ雇
用、にケ安各かま進雇促中。 l乙機望 くなーで欲まみ出な者難、の機ま れ用

く
だ
さ
い
。

「
備
品
購
入
費
の
一
部
に
」
:
固
と
現

金
三
万
円
を
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
へ

涯
一
圏
フ
ミ
ヱ
さ
ん

谷
本
コ
ト
ミ
さ
ん

小
さ
な
親
切
実
行
章
受
章

長
浜
六
区
の
浜
田
フ
ミ
ヱ
さ
ん
(
六

回
)
と
同
十
八
区
の
谷
本
コ
ト
ミ
さ
ん

(
五
六
)
は
、
さ
る
六
月
九
日
、
旅
行

先
の
大
阪
市
の
あ
る
百
貨
屈
で
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
に
裾
を
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
六
十
二
、
三
歳
く
ら
い
の
婦
人
を
助

け
た
こ
と
で
、
こ
の
ほ
ど
小
さ
な
親
切

運
動
本
部
か
ら
、
小
さ
な
親
切
実
行
章

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

白穂沖沖沖長長

滝 積 浦 浦 浦浜浜

滝石津波明浅宮
内本田壁智回田

感勝国和邦正
仁雄利保義夫ー

長

男

裕

司

長

男

哲

郎

長

男

太

志

二

男

紀

行

長
女
美
由
紀

長

女

笑

佳

長

女

啓

子

‘司旬a
 '
 

祖

特
別
福
祉
手
当

3
千
円
を
支
給

重
度
の
精
神
薄
弱
と
重
度
の
身
体

障
害
が
重
っ
て
い
る
人
を
介
護
し

て
い
る
人
に
は
、
九
月
か
ち
り
特
別

福
祉
手
当
と
し
て
月
三
千
円
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
続
き
は
役
場
住
民
課
へ
。

卒
業
家

昭和49年 9月

献

血

協

力

的

叫

1
仰
の
h
w
世献し
E
K協
加
?
(
五
回
以

上
)
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
去

る
七
月
十
七
日
、
松
山
市
民
会
館
で
開

か
れ
た
第
十
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大

会
で
愛
媛
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
岩
崎
京
子
(
仁
久
)
、
小
川
陽
一

(
長
浜
四
区
)
、
沢
井
美
代
子
(
長
浜

八
区
)
、
黒
田
愛
子
(
長
浜
十
四
区
)

堀
井
富
男
(
長
浜
十
九
区
)
、
東
正
明

(
長
浜
二
十
区
)
、
岸
本
茶
夫
、
米
田

久
美
子
(
以
上
長
浜
二
十
三
区
)
、
平

田
豊
子
(
長
浜
三
十
区
)
、
泉
久
美
子

(
長
浜
三
十
一
一
民
)
、
谷
口
孝
(
長
浜
三

十
三
区
)
、
浜
田
一
義
(
長
浜
三
十
五

区
)
、
山
下
イ
ト
ノ
(
黒
田
)
、
松
岡

紀
元
、
武
田
金
鳥
、
渡
隼
人
、
小
西
サ

チ
子
、
坂
本
敏
夫
(
以
上
沖
浦
)
、
山

根
勇
て
津
田
高
子
(
以
上
今
坊
)
、

兵
頭
都
、
谷
口
美
子
、
堀
村
キ
ヌ
エ

(
以
上
出
悔
)
、
西
田
孝
(
下
須
戒
)

松
本
春
明
、
楠
野
幸
弘
、
亀
岡
静
子

(
以
上
豊
茂
)
、
新
国
道
夫
、
滝
内
仁

(
以
上
臼
滝
)
、
ム
J

居
孝
童
、
滝
野
重

雄
、
山
口
司
(
以
上
紫
)

ムヨ

お
く
や
み

フ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所
長

浜

長

浜

長

浜

長

浜

長

浜

今

坊

櫛

生
下
須
戒

豊

茂

白

滝

白

滝

白

滝

死
亡
時
年
齢

(
八
六
)

(
ム
ハ
ム
ハ
)

(
八
一
)

(
七
七
)

(
七
三
)

(
七
九
)

(
八
七
)

(
七
三
)

(
八
四
)

(
八
八
」

(
七
一
ニ
)

(
八
五
)

氏

名

松

田

五

月

岡

田

縞

市

長
岐
亀
士
口

金
沢
ヤ
ス
エ

波

寿

み

値
松
キ
ヌ
ヨ

菊
地
ヲ
シ
マ

久
保
林
太
郎

鎌
田
ヨ
シ

和
気
ヲ
イ
チ

熊

本

芳

志

和

気

清

憲議選密栓溢麗翠重雄盤盤議経盤遜鐘謹議選遥極量盤鐙謹盤謹滋議謹滋義経艦砲

寄
付

O
大
洲
市

の
日
本

生
命
大

洲
支
部

長
。
問

中
一
一
二

さ
ん
・
.

カ
ラ
ー

干
レ
ピ

一
台
を

結婚

場b

7月長浜町役場

届出分〔敬官時〕

、じうことずいとか J

611L謀議等ぜιぞ

住

所

7
「
下
須
戒

〈
戸
双
海
町

婚
姻
居
時
年
齢

雅
司
(
二
四
)

一
美
(
二
五
)

栗田氏
坂測名

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

ア
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

18月 1日現在|前月との比較|

口岡ljJCGi(出
世帯数 3附帯 2世帯増|

老
人
ホ

l
ム
白
山
園
ヘ
。

。
下
須
戒
の
久
保
幾
男
さ
ん
(
三
九
)

・
:
現
金
三
万
円
を
大
和
公
民
館
へ
0

0
豊
茂
の
鎌
田
鉄
雄
さ
ん
(
五

O
)
、

河
田
ア
キ
ヨ
さ
ん
(
七
一
二
)
、
宮
川

利
憲
さ
ん
(
三
九
)
:
そ
れ
ぞ
れ
金

一
封
を
豊
茂
公
民
館
へ
。

O
下
須
戒
の
峯
岡
続
捻
(
円
)
・

保
護
者
氏
名

岡

崎

衛

清

水

公

元

矢
野
嘉
一

浜

備

下

野

斌

豆

鳥

泊

武

利

松

栄

博

長長長長仁仁仁住

浜浜浜浜久久久所

続

柄

児

名

長

女

泰

子

三
女
ま
こ
と

長

男

宗

安

二
女
麻
美
子

長

女

由

紀

長

男

利

文

三

女

美

紀

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで、働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。

まi立

お盆が過ぎたと思う間もなく秋

の彼岸がやってくる。いずれも先

祖のたましいを祭り、生きている

我々もその供養の功徳によってや

がては成仏(さとり)の世界へ到

達しようという日本の仏教的なな

らわしの一つであるAところで人

間にはこの生きた肉体を離れてた

ましい(霊魂)なるものが存存す

るか否かについては学説が二つに

分かれている。あるといえばある

ような、なpといわれればないよ

うな、どちらとも実証しかねる問

題なので結着がつきにくいのであ

ろう&ところで、ある霊魂不滅論

の学者がおもしろいことをいって

いる。霊魂lこはある一定の定数が

あって宇宙l乙散在しているが、動

物が受精した瞬間にその生命に付

着し、死亡するとその肉体から離

れる。そして、また次の何かの生

命が生み出されるときそれに付着

してこれを繰り返す。人間の魂が

牛や馬犬猫などの畜生にくっつく

ときもあれば、また逆に苦言類の魂

でもよく成長したものは入閣の肉

体lこ宿るという &ところが、近

頃地球の人口が大へんふえてきた

ので魂も品不足気味となり、下等

の魂がたくさん入り込んできたの

でくだらぬ人聞が多くなったとい

う 盆この学説、信じるか信じな

いかは自由であるが、地球上の資

源枯渇、エネノレギー不足と一脈

相通ずると乙ろがあっておもしろ

$.報

人

躍態関蝉韓関韓欄踊臓部掛醗甜

本橋


